


一
、

地
下
利
用
の
新
時
代

都
市
の
繁
栄
と
地
下
空
間
の
利
用
と
は
、
古
来
、
切
り
離

す
こ
と
の
で
き
な
い
宥
接
な
テ
l

マ
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
歴

史
は
語
っ
て
い
る
。

ク
レ
タ
文
明
を
象
徴
す
る
都
市
ク
ノ
ツ
ソ
ス
は
、
そ
の
地

下
に
陶
製
の
配
水
管
や
人
が
歩
け
る
は
E

の
高
き
の
下
水
ト

ン
ネ
ル
を
張
り
巡
ら
せ
、
都
市
住
民
の
生
活
を
支
え
て
い
た
。

ま
た
、
「
世
界
の
富
の
三
分
の
こ
が
集
ま
っ
た
」l
ζ

い
わ
れ
る

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

1

プ
ル
（
イ
ス
タ
ン
プ
ー
ル
）
は
、
か
沈
め

る
宮
殿
。
と
呼
ば
れ
る
コ
リ
ン
ト
様
式
を
施
し
た
壮
麗
堅
固

な
地
下
貯
水
所
を
つ
く
り
、
都
市
経
営
の
基
盤
’
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
と
地
下
空
間
と
の
関
係
は
、
現
代
に
お

い
て
は
さ
ら
に
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
現
代
の
世
界

の
大
都
市
を
見
れ
ば
、
上
下
水
道
の
み
な
ら
ず
、
ェ
、
亦
ル
ギ

l

施
設
、
交
通
網
な
E

の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
地

下
化
に
よ
っ
て
、
都
市
の
社
会
的
基
盤
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
も
し
東
京
に
地
下

鉄
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
巨
大
か
つ
活
発
な
都

市
活
動
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
現
代
都
市

は
、
限
定
さ
れ
た
地
上
の
よ
地
を
高
度
利
用
す
る
た
め
の
手

法
と
し
て
、
地
下
化
と
高
層
化
と
い
う
上
下
方
向
の
発
展
軸

に
よ
っ
て
拡
大
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

地
下
利
用
は
近
年
、
新
し
い
時

代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

地
上
の
上
地
利
用
を
補
完
す

る
た
め
の
地
ド
開
発
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
都
市
t

人
間
の
未

来
像
を
模
索
し
た
、
よ
り
積
極
的
な
地
下
世
界
の
創
造
が
考

え
ら
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
大
深
度

地
下
」
の
利
聞
で
あ
る

。

都
心
の
地
ド
の
所
有
権
に
一
定
の

制
限
を
設
け
、
深
層
地
下
部
分
を
公
共
空
間
と
設
定
す
る
。

そ
こ
に
交
通
網
、
情
報
通
信
網
な
ど
の
、
不
ッ
ト
ワ
l

ク
を
設

許
し
、
都
市
機
能
の
整
備
と
活
性
化
を
阿
る
近
未
来
計
同
で

あ
る
。
「
大
深
度
地
ド
」
の
発
想
は
、
今
後
、
都
市
の
地
下
利

用
の
可
能
性
を
大
き
く
聞
い
て
い
く
、
』
t
p
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

こ
の
「
大
深
度
地
下
」

の
考
え
方
を
、
さ
ら
に
拡
大
解
釈

し
、
発
展
さ
せ
た
も
の
が
、
故
・
越
村
信
三
郎
氏
の
「
ア
ン

グ
ラ
1

ド
（
地
底
黄
金
郷
）
構
想
」
と
い
え
る
。
越
村
氏
は
、

人
口
の
増
加
と
食
糧
不
足
に
よ
っ
て
や
が
て
訪
れ
る
で
あ
ろ

う
地
上
の
土
地
不
足
を
緩
和
す
る
方
法
と
し
て
、
大
陸
棚
の

利
用
と
い
う
画
期
的
な
提
案
を
さ
れ
た
。
大
陸
棚
は
、
一
般

に
豊
か
な
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
地
下
部
に

つ
い
て
は
・
ま
さ
に

「

眠
れ
る
地
塊
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い。

そ
こ
に
大
規
模
な
地
下
工
場
群
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
上
の
土
地
の
何
倍
も
の
空
聞
が
有
効
利
用
で
き
る
と
す
る

構
想
は
、
と
り
わ
け
国
土
の
狭
い
わ
が
国
で
は
魅
力
的
な
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
の
私
的
所
有
権
の
規
定
が
及
ば
な

い
空
間
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
大
陸
棚
の
地
下
は
大
規
模
開

発
に
適
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
は
、

越
村
氏
の
提
案
を
基

に
、
大
陸
棚
の
地
下
に

一
大
工
場
群
を
建
設
す
る
こ
と
の
意

味
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

一
一、

ア
ン
グ
ラ
l

ド
建
設
構
想

基
本
コ
ン
セ
プ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
で
は
ま
ず
、
「
大
陸
棚
の
地
下
利

用
」
に
関
す
る
多
角
的
な
議
論
を
重
ね
、
次
の
よ
う
な
基
本

コ

ン
セ
プ
ト
を
・
ま
と
め
た
。

①
現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
都
心
直
下
の
大
深
度
地
下
は
、
今

後
、
都
市
機
能
を
整
備
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
公
共
空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い

。

②
そ
れ
に
対
し
て
大
陸
棚
の
地
下
は
、
よ
り
広
く
都
市
閤
全

体
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
利
用
を

中
心
t

す
る
。
具
体
的
に
は
、
現
在
、
都
心
部
に
混
在
し
て

い
る
工
場
な
E

の
生
産
施
設
（
お
よ
び
備
蓄
施
設
、
研
究
機

関
）
を
大
陪
棚
の
地
下
に
建
設
す
る
工
場
用
ト
ン
、
不
ル
に

移
転
し
、
新
し
い
形
態
の
地
下
工
業
〆
l

ン
を
形
成
す
る
。

③
大
陪
棚
の
地
下
に
は
可
能
な
限
り
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
工
場

施
設
を
導
入
す
る
も
の
と
す
る

。

た
だ
し
、
大
深
度
の
地/ 

.¥<¥J 

下
空
間
は
、
人
聞
が
長
時
間
の
作
業
を
行
な
う
た
め
の
快

適
な
居
住
性
を
確
保
し
に
く
い
。
そ
こ
で
工
場
内
は
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
、
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
自
動
化
設
備
に
よ
っ
て
無

人
化
を
前
提
と
す
る
。

④
都
心
の
工
場
施
設
の
移
転
に
よ
っ
て
地
上
に
生
じ
た
空
地

は
、
緑
地
、
住
宅
地
、
オ
フ
ィ
ス
用
地
、
道
路
な
ど
に
利

用
し
、
地
上
の
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る

。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
こ

う
換
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
地
上
は
人
間
の
た
め
に
、
都
市
の
直
下
は
イ
ン
フ
ラ
の
た

め
に
、
そ
し
て
大
陸
棚
の
地
下
は
工
場
の
た
め
に
』
。

「
ア
ン
グ
ラ
l

ド

」

の
立
地
に
つ
い
て

ア
ン
グ
ラ
ー
ド
の
建
設
候
補
地
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま

ず
首
都
圏
の
沿
岸
部
の
大
陸
棚
に
着
目
し
た
。
東
京
湾
岸
仁
、

京
浜
・

京
葉
の
二
大
工
業
地
帯
を
擁
す
る
首
都
圏
は
、
都
市

部
に
お
け
る
産
業
機
能
の
集
積
が
も
っ
と
も
大
き
い
だ
け
に
、

そ
れ
ら
が
移
転
し
た
場
合
の
効
果
が
明
確
と
な
る
。
ま
た
、

日
本
列
島
は
周
囲
を
す
べ
て
大
陸
棚
に
固
ま
れ
て
い
る
の
で
、

首
都
圏
を
典
型
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
す
れ
ば
、
京
阪
神
、
中

京
、
北
九
州
な
ど
を
始
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
都
市
圏
に
お
い

て
、
こ
の
構
想
が
可
能
と
な
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
首
都
圏
の
沿
岸
部
に
つ
い
て
、
海
上
保
安
庁
水
路

部
発
行
の
『
海
底
地
質
構
造
図
』
や
地
質
調
査
所
発
行
の『
海

洋
地
質
図
』
な
ど
を
基
に
、
海
底
地
形
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
大
陸
棚
の
規
模
や
海
底
谷
の
有
無
な
ど
の
検
討
を

行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
房
総
半
島
の
東
部
海
域
か
ら
鹿
島

灘
に
か
け
て
の
大
陸
棚
が
、
幅
も
広
く
、
地
形
も
な
だ
ら
か

で
あ
り
、
活
断
層
も
比
較
的
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
地
質
面
か
ら
み
る
と
、
大
陸
棚
の
地
下
に
比
較
的

大
断
面
の
ト
ン
、
外
ル
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、
一
軸
圧
縮
強

度
が
少
な
く
と
も
二

O
O
i
三
O
O
M
m
／
ぽ
以
上
の
強
度
の

新
盤
、
が
要
求
さ
れ
る
。こ
れ
は
東
京
湾
周
辺
の
陸
上
部
で
は
、

三
浦
屑
群
な
ど
の
新
第
三
紀
の
地
屑
に
比
定
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
建
設
候
補
地
に
は
、
新
第
三
紀
層
よ
り
ト
円
い
地
層

が
海
底
部
の
比
較
的
浅
い
地
点
に
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
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あ
る
。こ

れ
ら
の
諸
条
件
を
総
合
的
に
判
断
し
、
今
回
の
ア
ン
グ

ラ
！
ド
構
想
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
は
、
利
根
川
河
口
の
犬

吠
埼
付
近
の
海
域
に
広
が
る
大
陸
棚
を
選
定
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
ア
ク
セ
ス
面
か
ら
み
て
も
、
新
東
京
国
際

空
港
（
成
田
）
や
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
鹿
島
港
に
近
く
、
空

と
海
を
通
じ
て
海
外
t

の
交
流
や
日
本
全
国
へ
の
展
開
に
適

し
て
い
る

。
ま
た
東
関
東
自
動
車
道
や
首
都
圏
中
央
自
動
車

道
路
と
の
連
絡
に
よ
っ
て
、
東
京
お
よ
び
首
都
圏
全
体
と
も

密
接
な
位
置
関
係
に
あ
り
、
首
都
圏
の
未
来
像
を
担
う
に
ふ

さ
わ
し
い
立
地
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

全
体
計
画
（
グ
1

ニ
ン
グ
）

今
回
の
構
想
に
よ
る
ア
ン
グ
ラ
ー
ド
は
、
犬
吠
埼
を
中
央

に
は
さ
む
形
、
て
、
南
北
二
つ
の
ゾl
ン
か
ら
構
成
し
た
。

。
A
〆
1

ン

鹿
島
灘
（
茨
城
県
）
の
大
陸
棚
地
下
に
展
開
す
る
も
の
で
、

「
第
一
工
場
エ
リ
ア
」
と
し
た
。
こ
の
エ
リ
ア
は
鹿
島
臨
海

工
業
地
帯
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
鉄
鋼・
重
化
学
工
業
を
中

心
と
し
た
工
業
グ
ー
ン
と
し
、
原
材
料
や
製
品
の
輸
送
は
、

鹿
島
港
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
を
利
用
し
て
行
な
う
も
の
と
想
定

し
た

。

A
〆
l

ン
の
建
設
用
地
の
平
面
規
模
は
、
幅
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
こ
に
構
想
の
中

心
的
な
地
下
空
間
で
あ
る
工
場
用
ト
ン
、
不
ル
（
お
よ
び
子
不
ル

ギ
l

備
蓄
・
倉
庫
用
）
を三
層
構
成
で
掘
削
す
る
（
九
頁
参
照
）
。

ま
た
、
海
域
に
は
換
気

・
放
熱
用
の
人
工
島
を
計
画
し
た

。

さ
ら
に
工
場
用
卜
ン
、
み
ル
内
の
機
能
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
た
め
、
沿
岸
の
地
上
部
に
は
、
流
通
セ
ン
タ
ー
、
オ
フ
ィ

ス
、
中
央
監
視
制
御
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
連
施
設
を
設
置
し
、

垂
直
シ
ャ
フ
ト
お
よ
び
サ
ー
ピ
ス
ト
ン

、外
ル
に
よ
っ
て
工
場

則
ト
ン
、
小
ル
と
連
絡
す
る
も
の
と
し
た。

O
B

〆
l

ン

昨
風
ヶ
浦
（
千
葉
県
）
の
大
陸
棚
地
下
に
建
設
す
る
も
の

で
、
「
第
二
工
場
エ
リ
ア
」
と
「
研
究
開
発
エ
リ
ア
」
と
か
ら

な
る
。
第
二
工
場
エ
リ
ア
は
、
自
動
車
、
機
械
、
金
属
工
業

を
中
心
と
し
た
工
業
、
、
ソ
l

ン
t

し
、
研
究
開
発
エ
リ
ア
は
、

地
下
空
間
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
電
波
、
振
動
、
磁
気
、

音
響
、
光
学
な
E

の
研
究
開
発
施
設
と
、
地
殻
変
動
の
測
定

ふ
、
つ
ど
、
つ

や
超
大
型
風
洞
実
験
な
ど
を
行
な
う
実
験
・
観
測
施
設
と
の

複
合
、
ゾl
ン
と
想
定
し
た
。

B

ゾ
i

ン
の
建
設
用
地
の
規
模
は
、A
グ
ー
ン
と
同
様
、
幅

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し
た
が
、
工

場
用
ト
ン
、
汗
ル
（
お
よ
び
研
究
・
実
験
用
）
は
二
層
構
成
で
あ
る
。

界
風
ヶ
浦
の
一
帯
は
、
現
在
、
九
十
九
里
浜
と
犬
吠
埼
を

つ
な
「
美
し
い
海
浜
の
連
な
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
で

あ
る
。
大
陸
棚
の
地
下
開
発
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
こ
う
し

た
地
上
の
景
観
や
、
既
存
の
都
市
集
積
、
さ
ら
に
は
海
へ
の

影
響
が
少
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
今
回
の
構
想
で

は
、
む
し
ろ
現
地
の
特
徴
を
積
極
的
に
活
用
す
る
手
法
を
と

り
、

B

ゾ
ー
ン
の
地
上
部
に
は
ホ
テ
ル
を
始
め
と
し
た
リ
グ

ー
ト
施
設
の
ほ
か
、
多
機
能
型
リ
グ
l

卜
・
オ
フ
ィ
ス
や
週

末
住
宅
、
さ
ら
に
ア
ン
グ
ラ
ー
ド
で
働
く
人
た
ち
の
住
宅
な

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
ピ
ジ
、
汗
ス
や
研
究
開

ど
を
設
置
し
、

発
と
を
融
和
さ
せ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
リ
、
ゾl
ト
・
グ
l

ン

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

こ
の
A
、
、
ソ
l

ン
と
B
〆
1

ン
の
敷
地
面
積
を
合
計
す
る
t

、

一
五
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。
ち
な
み
に
、
東
京

都
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
の
工
場
敷
地
面
積
の
総
計
は
約
一

六
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
ば
匹
敵
す
る

。

さ
ら
に

A
、
ゾl

ン
が
三
層
、
B

〆
l

ン
が
二
層
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
計
算
上
の
数
値
で
は
あ
る
が
、
一
都
二
県

の
す
べ
て
の
工
場
を
ア
ン
グ
ラ
l

ド
に
移
転
し
て
も
、
な
お

余
裕
が
あ
る

。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
の
メ
ン
バ
ー
も

当
初
は
信
じ
ら
れ

な
か
っ
た
ほ
ど
の
大
規
模
な
空
聞
が
、
こ
こ
に

誕
生
す
る

。

と
同
時
に
、
地
上
に
も
膨
大
な
面
積
の
空
地
が
生
み
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

大
陸
棚
の
地
下
な
ら
で
は
の
、
壮
大
な
構
想

と
い
え
る
だ
ろ
う

。

工
場
用
ト
ン
、
汗
ル

サ
ー
ピ
ス
ト
ン
、
不
ル
の
概
要

ア
ン
グ
ラ
l

ド
の
中
心
と
な
る
工
場
用
卜
ン
、
不
ル
の
規
模

（
一
本
当
た
り
）
は
、
断
面
が
高
さ
三
0
メ
ー
ト
ル
、
底
辺

幅
二
0
メ
ー
ト

ル
の
卵
形
を
採
用
し
た
。
現
在
の
掘
削
技
術

を
駆
使
す
れ
ば
、
さ
ら
に
巨
大
な
断
面
を
も
っ
地
下
空
間
の

建
設
も
可
能
だ
が
、
今
回
の
構
想
で
は
、
地
下
工
場
の
生
産

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
合
理
性
や
、
建
設
上
の
効
率
と
安
全
性

を
考
慮
し
て
断
面
規
模
を
決
定
し
た
。

工
場
用
ト
ン
、
小
ル
一
本
の
長
さ
は
、
敷
地
の
長
辺
と
同
じ

一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

で
配
置
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

れ
を
五
0
メ
ー
ト
ル
間
隔

層
当
た
り
の
工
場
用
ト
ン

ホ
ル
の
本
数
は
一
O

一
本
、
ア
ン
グ
一
フl
ド
全
体
で
は
五
O

五
本
と
い
う
巨
大
な
地
下
工
場
群
が
誕
生
す
る
。
工
場
用
ト

ン
ネ
ル
の
内
部
は
、
図
に
み
る
よ
う
に
、
生
産
ラ
イ
ン
と
原

材
料
の
保
管
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
中
央
に
、
上
部
に
は
物

流
・
交
通
・
防
災
な
ど
の
区
画
を
、
下
部
や
側
面
に
は
給
排

水
・
給
排
気
・
電
気
関
係
の
区
画
を
合
理
的
に
配
分
し
た
。

ま
た
、
工
場
用
ト
ン
、
小
ル
の
機
能
を
バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

た
め
、
一
二
0
0
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
サ

l

ピ
ス
ト
ン
、
亦
ル
を

直
交
方
向
に
配
置
し
た
。
こ
の
サ
l

ピ
ス
ト
ン
、
不
ル
は
、
製

品
や
原
材
料
の
搬
出
入
、
ェ
、
不
庁
、
ギ
l

供
給
、
生
産
お
よ
び
熱

処
理
用
の
給
排
水
、
そ
し
て
給
排
気
な
ど
を
行
な
う
た
め
の
シ

ャ
フ
ト
を
通
す
空
間
で
あ
る
。
サ
l

ピ
ス
ト
ン
、
不
ル
は
、
さ
ら

に
垂
直
シ
ャ
フ
ト
を
通
じ
て
、
地
上
の
施
設
と
連
絡
し
て
い
る
。

大
陸
棚
地
下
工
場
へ
の
適
用
工
業

大
陸
棚
の
地
下
に
建
設
し
た
工
場
用
ト
ン
、
不
ル
に
、
地
上

の
工
場
を
移
転
さ
せ
る
に
は
、
あ

ら
ゆ
る
業
種
の
地
下
化
が

前
提
と
な
る
。
ま
た
、
地
下
工
場
の
内
部
は
ほ
ぼ
完
全
な
閉

鎖
空
間
で
あ
る
た
め
、
換
気
や
熱
処
理
、
あ
る
い
は
精
神
衛

生
な
ど
の
面
か
ら
判
断
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
無
人
化
す
る

こ
’
と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ1
ム
で
は
、

業
種
ご
と
に
地
下
化
と
無
人
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討

を
加
え
た

。

10 
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よ部燃出テ’ッ キ
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下部搬入デッキ

E

白
山

ーーー・＋

ー園田..  

乗り込み指令

垂直内勤搬送設備

コンビュータ装置

-soom 

Om 

発
生
す
る
熱
の
再
利
用
な
ど
に
、
地
下
工
場
な
ら

で
は
の
効

率
の
よ
い
方
法
を
設
備
面
か
ら
検
討
し
た

。

。
自
動
搬
送
設
備

原
材
料
、
燃
料
、
製
品
、
さ
ら
に
宅
産
に
伴
っ
て
発
生
す

る
廃
棄
物
な
E

は
、
す
べ
て
自
動
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
搬
送

す
る
。

搬
送
方
法
は
、
工
場
ラ
イ
ン
内
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

ー
、

サ
ー
ピ
ス
ト
ン
、
不
ル
内
は
自
動
搬
送車
、
地
上
に
通
じ

る
垂
直
シ
ャ
フ
ト
内
は
次
に
述
べ
る
独
自
の
垂
直
自
動
搬
送

設
備

（
多
段
式
パl
チ
カ
ル
コ
ン
ベ
ヤ
ー
）
に
よ
る

。

垂
直
自
動
搬
送
設
備
：：
：
立
体
駐車
場
の
車
両
運
搬
シ
ス

テ
ム
を
応
用
し
た
循
環
式
の
搬
送
設
備
で
あ
る。

搬
出
の
場

合
を
例
に
と
れ
ば
、
工
場
ラ
イ
ン
か
ら
製
品
を
受
け
取
っ
た

白
動
搬
送
車
は
、
サ
l

ピ
ス
ト
ン
、
不ル
内
を
走
り
、
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
制
御
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
床
に
乗
っ

て
垂
直
シ
ャ
フ
ト

内
に
入
る
。

そ
の
自
動
搬
送
車
を
、
上
下
方
向
に
循
環
す
る

搬
送
パ
ケ
ッ
ト
が
収
容
し
、
上
部
の
搬
出
口
ま
で
輸
送
し
、

や
は
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
り
自
動
的
に
搬
出
を
行
な

う
。

搬
入
の
場
合
は
、
こ
の
逆
の
流
れ
と
な
る

。

垂
直
シ
ャ

フ
ト
内
の
搬
送
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
搬
入
す
る
原
材
料
な

ど

の
重
量
は
搬
出
す
る
製
品
重
量
よ
り
も
重
い
た
め
、
こ
の

重
量
差
を
利
用
す
る
と
搬
送
パ
ケ
ッ
ト
の
運
転
工
、
不
ル
ギ
ー

を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
自
動
搬
送
設
備
に
よ
る
輸
送
能
力
は
、
垂
直

シ
ャ
フ
ト
一
本
当
た
り
が
毎
時
四
八
0
ト
ン

、
ま
た
搬
送
パ

ケ
ッ

ト
の
最
大
積
載
重
量
は
二
0
ト
ン
と
し
た

。

。
給
排
気
シ
ス
テ
ム

大
陸
棚
地
下
工
場
へ
の
給
排
気
に
は
、
圧
縮
空
気
プ
ラ
ン

ト
を
採
用
し
た

。

外
部
か
ら
の
取
り
入
れ
空
気
を
、

な
お
、

こ

の
プ

工
場
施
設
は
、
そ
の
生
産
形
態
に
よ
り
、
装
置
型
（
石
油
、

化
学
、
製
鉄
、
非
鉄
金
属
、
食
料
品
な
E

）
と
、
加
工
・
組

立
型
（
印
刷
、
精
密
・
電
気
、
機
械
、
自
動
車
な
ど
）
に
大

別
で
き
る
。

そ
の
う
ち
の
装
置
型
工
業
は
、
一
般
に
生
産
過

程
に
人
間
の
介
在
す
る
必
要
性
が
薄
く
、
無
人
化
さ
れ
た
地

下
工
場
に
は
適
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の

一
方
で
製
鉄
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
多
量
の
熱
子
外
ル
ギ
ー
を
発
生
す
る
も

の
も
多
い
た
め
、
こ
こ
で
は
A
、
ゾ
ー
ン
の
沖
合
に
排
気
・
放

熱
用
の
機
能
を
も
た
せ
た
人
工
島
を
設
置
し
て
対
応
す
る
方

法
を
採
用
し
た

。

装
置
型
工
業
は
、
地
上
部
に
占
め
る
敷
地

面
積
が
大
き
い
た
め
、
地
下
へ
の
移
転
効
果
が
き
わ
め
て
高

い
と
い
え
る

。
加
工
・
組
立
型
工
業
の
場
合
は
、
一
般
的
に
人
工

的
に
環
境
を
制
御
し
た
工
場
が
多
く
、
そ
の
点
て
は
地
下
工

場
に
も
適
し
て
い
る
。

そ
の
反
面
、
現
状
で
は
、
人
間
の
介

入
を
必
要
と
す
る
生
産
工
程
が
多
い
と
い
う
課
題
も
あ
る

。

し
か
し
、
既
存
の
工
場
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
に
よ
る

無
人
化
が
進
展
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
無
人
化
の
方
向
で

技
術
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
t

し
て
、
地
下
工
場
へ
の

移
転
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た

。

さ
ら
に
、
一
都
二
県
の
業
種
の
比
率
や
特
徴
を
検
討
し
た

結
果
、
一
部
の
業
種
（
繊
維
・

パ
ル
プ
な
ど
の
少
数
業
種
、

農
水
産
加
工

・
木
材
な
ど
の
原
材
料
供給
地
に
密
着
し
た

業

種
、
製
パ
ン
な
ど
の
生
活
型
業
種
、
装
飾

・
装
備
品
な
ど
の

人
手
を
前
提
と
す
る
業
種
）
を
除
い
て
、
そ
の
ほ
か
す
べ
て

の
業
種
の
工
場
施
設
の
地
下
化
を
想
定
し
た
。

こ
う
し
た
工
業
の
集
約
化
に
よ
り
、
生
産
効
率
が
高
ま
る

だ
け
で
な
く
、
各
業
種
聞
で
の
材
料
、
部
品
な
ど
の
相
互
供

給
が
地
下
工
場
内
で
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
る
た
め
、
地
上
の
物

ま
た
、

12 

流
を
緩
和
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

ア
ン
グ
ラ
ー
ド
の
設
備
計
画

大
陸
棚
の
地
下
工
場
は
無
人
化
が
前
提
と
な
る
た
め
、
物

流
を
始
め
と
し
た
随
所
に
自
動
化
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

ま
た
、
生
産
過
程
で
必
要
と
さ
れ
る
エ
、
み
ル
ギl
の
供
給
や
、

... 

下部鍬入デッ キ

制動用発電機

自動搬送車（20t)

．搬送力ゴ

下部搬入テ’ツ キ

⑪
日
ムU

乗り込み指令

乗り込み指令

一ー・令

ーーーー＋

650m 
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575m 

ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
圧
縮
し
て
高
圧
空
気
と
し
て
地
下
工
場
に

送
り
、
タ
ン
ク
内
に
一
旦
貯
留
し
て
か
ら
使
用
す
る
。
高
圧

空
気
を
換
気
に
用
い
る
際
に
発
生
す
る
開
放
圧
力
は
、
エ
ア

タ
ー
ビ
ン
の
動
力
に
利
用
し
て
排
気
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
駆

動
さ
せ
、
排
気
も
や
は
り
圧
縮
し
て
か
ら
大
気
に
放
出
す
る

。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
給
排
気
用
の
シ
ャ
フ
ト
を
き
わ
め
て
小

さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
外
部
か
ら
取
り
入
れ
た
空
気
は
、
地
下
工
場
内
の

換
気
に
利
用
し
た
後
、
生
産
ラ
イ
ン
の
燃
焼
プ
ロ
セ
ス
用
、

燃
料
電
池
用
に
も
多
段
階
（
カ
ス
ケ
ー
ド
）
利
用
す
る

。

。
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム

電
力
供
給
仁
は
、
L
N
G

を
燃
料
と
す
る
燃
料
電
池
発
電

さ
ら
に

S
M
E
S

（
超
電
導
エ
、
亦

シ
ス
テ
ム
を
主
体
と
し
、

ル
、
ギl
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
）
を
併
用
す
る
方
式
を
採
用
し
た
。
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水・熱利用システム

防災計画フロー図

j可川

湯島
V 浄水場

人工島
冷却塔

潜
熱
輸
送

。－Q

煙の封じ込め
慢の外部への除去

安全区画への避難

消火・鎮火Hl 

避難

パーソナル
監視システム

非常放送

消火

「石火ロポット発進
排煙

加圧排煙
システム運転

全空間への指令

メイン防災センター

サ
プ
防｜ コンビュータ
災 ｜ 解析による

；｜ （ 火災位置確定 ）

火災監視

異常温度感知システム

ノ古ーソナル火災監視システム

出火防止

内装不燃化

可燃性ガス漏出感知、
自動希釈システム

火気危険物使用ゾーン
のゾ一二ング

ケーブル不燃化

φ＇°－－0'- －－一一一一
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空気 ・熱利用システム

防
災
計
画

高圧空気

地
下
工
場
は
ほ
ぼ
完
全
な
閉
鎖
空
間
で
あ
る
た
め
、
多
様

な
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
防
災
計
画
に
よ
っ
て
、

災
害
の
予
知
と
早
期
発
見
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
考
慮
し
た
。

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
次
の
三
点
で
あ
る

0

・

不
燃
材
料
の
使
用
な
ど
の
建
築
的
対
策
と
、
最
新
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
駆
使
し
た
火
災
監
視
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
出
火
を
極
限
ま
で
抑
え
る
。

・

大
空
間
、
で
は
あ
る
が
人
口
密
度
が
非
常
に
小
さ
い
の
で
、

避
難
誘
導
や
防
煙
に
つ
い
て
は
個
人
ご
と
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

シ
ス
テ
ム
で
基
本
的
に
は
対
応
す
る
。

・

消
火
お
よ
び
救
助
は
、

よ
っ
て
行
な
う

。

具
体
的
に
は
、

に
努
め
る

。

ハ
イ
テ
ク

化
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ

ト
に

以
下
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
防
災

。
リ

モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
火
災
監
視
総
合
シ
ス
テ
ム

線
放
射
温
度
計
に
よ
り
異
常
高
温
部
や
火
炎
を
自
動
検
知
す

る
。

光
電
式
高
感
度
煙
感
知
シ
ス
テ
ム
な

E

に
よ
り
、
出
火

（
赤
外

の
予
知
と
早
期
発
見
を
行
な
う
）
。O
パ
ー
ソ
ナ
ル
監
視
シ
ス

テ
ム
（
作
業
員
の
衣
服
に
は
小
型
感
知
セ
ン
サ
ー
を
装
備
し
、

火
災
の
早
期
発
見
を
行
な
う
と
同
時
に
、
避
難
誘
導
の
際
は

防
災
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
指
示
を
受
け
安
全
性
を
高
め
る
）
。O

安
全
区
画
（
火
と
煙
か
ら
完
全
に
防
護
さ
れ
た
防
災
シ
ェ
ル

タ
l

。
空
気
清
浄
・
酸素
供
給
・
通信
な
ど
の
装
置
や
食
料
・

水
な
ど
が
配
備
さ
れ
、
万

一
の
場
合
で
も
一
i

二
週
間
は
生

活
で
き
る
）
。
O
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
保
守
要
員
な
ど
工
場

内
の
ご
く
少
数
の
作
業
員
が
安
全
区
画
ま
で
避
難
す
る
た
め
、

小
型
酸
素
ボ
ン
ベ
を
備
え
た
耐
火
服
を
所
定
の
場
所
に
配
備

す
る
）。

O
消
火
ロ
ボ
ッ

ト
（
火
災
の
際
は
、
壁
面
の
走
行
レ

ー
ル
を
通
っ
て
消
火
ロ
ボ
ッ
ト
が
火
元
ま
で
接
近
す
る
。
消

火
ロ
ボ
ッ

ト
は
、
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御

に
よ
り
、
火
点
に
確
実
に
泡
消
火
剤
を
噴
射
し
、
効
果
的
な

消
火
を
行
な
う
）
。
。
加
圧
排
煙
シ
ス
テ
ム
（
日
常
の
空
調

・

換
気
シ
ス
テ
ム
と
兼
用
し
、
火
災
時
に
は
ダ
ン
パ
！
切
り
替

地
下
工
場
は
、
自
動
化
に
よ
っ
て

二
四
時
間
稼
動
体
制
も
と

れ
る
が
、
実
際
に
は
夜
間
の
電
力
需
要
が
少
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
こ
で
夜
間
時
に
燃
料
電
池
か
ら
の
余
剰
電
力

を

S
M
E
S
に
供
給
・
貯
蔵
し
、
畳
間
の
ピl
ク
電
力
需
要

時
に
使
用
す
る
。
S
M
E
S
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
に
よ
り
交
流
、

直
流
の
ど
ち
ら
の
利
用
に
も
早
く
対
応
で
き
、
運
転
効
率
が

高
い
。
な
お
S
M
E
S
は
、
そ
の
構
造
上
、
大
深
度
地
下
の

頑
強
な
地
盤
内
に
設
置
す
る
が
、
ト
ン
、
不
ル
本
体
の
施
工
と

並
行
し
て
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
が
容
易
と
な
る
。

。
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

地
下
工
場
内
で
は
、
高
温
排
水
・
排
気
や
燃
料
電
池
か
ら

の
温
排
熱
が
発
生
し
、
ま
た
高
圧
空
気
の
膨
張
や
燃
料
電
池

の
L
N
G

の
蒸
発
に
よ
っ
て
冷
熱
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
の

熱
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
有
効
に
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た

。
温
排
熱
に
つ
い
て
は
、

蒸
気
ま
た
は
温
水
と
し
て
回

収
し
、
こ
の
熱
を
高
温
・
中
温
・
低
温
と
多
段
階
利
用
し
、

海
水
の
淡
水
化
、
生
産
ラ
イ
ン
の
加
熱
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
熱

需
要
に
利
用
す
る
。
ま
た
、
潜
熱
輸
送
仁
よ
っ
て
近
郊
都
市

に
送
り
、
地
域
冷
暖
房
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
熱
需
要
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
余
剰
熱
は
冷
却
塔
か
ら
大
気
に

放
出
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
よ
り
、
大
気

や
海
水
へ
の
放
熱
量
を
最
小
限
に
し
、
環
境
保
護
に
配
慮
し
た
。

ま
た
冷
熱
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
生
産
ラ
イ
ン
の
冷
却
プ

ロ
セ
ス
や
地
下
工
場
内
の
冷
房
な
ど
に
利
用
す
る
。

。
水
利
用
シ
ス
テ
ム

産
業
の
種
別
に
よ
り
、
大
量
の
水
消
費
が
発
生
す
る
。

こ

の
水
消
費
を
賄
う
た
め
、
海
水
の
淡
水

化
と
排
水
の
再
利
用

を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
外
部
か
ら
の
導
入
水
量
を
極
力
小

さ
く
し
た

。

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
中
で
述
べ
た
よ
う
に
、
温
排
熱
の
回

収
熱
を
利
用
し
て
効
率
よ
〈
海
水
の
淡
水
化
を
行
な
う
が
、

同
時
に
排
水
の
再
利
用
を
積
極
的
に
進
め
、
淡
水
の
サ
イ
ク

ル
利
用
を
図
っ
た
。
ま
た
、
人
工
島
の
冷
却
塔
か
ら
の
冷
却

水
の
落
下
エ
、
不
ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
を
行
な
い
、
揚
水
の
た

め
の
工
、
不
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
方
法
を
導
入
し
た
。

え
に
よ
り
排
煙
・
給
気
を
行
な
う
。

煙
制
御
は
、
火
災
の
周

辺
、
ゾl

ン
か
ら
加
圧
し
、
煙
の
拡
散
を
防
「
）。
O
そ
の
他
（
安

全
区
画
か
ら
の
避
難
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
出
動
す
る
耐

火
防
熱
構
造
の
救
助
用
自
走
ロ
ボ
ッ
ト
。
工
場
内
に

一
定
間

隔
を
置
い
て
設
け
る
、
泡
消
火
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
延
焼
防
止

〆
l

ン
。
工
場
用
ト
ン
、
外
ル
を
相
互
に
結
ぶ
避
難
用トン
、
不

ル
。
各
工
場
用
ト
ン
、
不
ル
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
自
動
監
視
機

能
を
も
っ
シ
ス
テ
ム
を
配
備
し
た
防
災
セ
ン
タ
ー
）
。

一
一一、

「
ア
ン
グ
ラ
l

ド
」

の
施
工
計
画

主
要
工
事
の
概
要

大
陸
棚
の
大
深
度
地
下
を
対
象
と
し
て
、
延
面
積
が
三
七

五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
五
層
分
）
に
も
及
ぶ
広
大
な
敷
地
に
、

高
き
三
0
メ
ー
ト
ル
、
底
辺
幅
二

0
メ

ー
ト
ル
、
長
さ
一
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
、
亦
ル
を
総
計
五O
五
本
建
設
す
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
地
球
を
相
手
に
し
た
一
大
土
木
工
事
で
あ
る
。

ト
ン
、
み
ル
の
掘
削
自
体
は
、
現
在
の
技
術
を
も
っ
て
す
れ

ば
十
分
に
可
能
だ
が
、
大
陸
棚
の
地
下
を
相
手
と
し
た
土
木

工
事
と
し
て
は
、
海
底
ト
ン
、
不
ル
や
海
底
油
田
な
ど
の
単
体

工
事
が
あ
る
だ
け
で
、
こ
れ
は
E

大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
前
例
が
な
い
。

未
知
の
空
間
と
い
え
る
大
陸
棚
の
調
査
や
、

掘
削
す
べ
き
土
砂
の
全
体
量
を
考
え
る
と
、
前
代
未
聞
の
工

事
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

本
構
想
は
、
A

、

B

ニ
グ
l

ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

工
事
内
容
は
ど
ち
ら
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
工
計
画

A
グ
l

ン
の
み

に
つ
い
て
は
工
期
、
工
費
な
ど
を
含
め
て
、

を
対
象
と
し
て
検
討
を
行
な
っ
た

。

①
準
備
工

今
回
の
計
画
で
は
、
該
当
地
域
の
大
陸
棚
の
地
質
に
関
し

て
は
、
既
存
の
資
料
を
基
に
検
討
を
加
え
た

。

だ
が
、
実
際

の
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
の
よ
り
詳
細
な
地

質
を
把
握
す
る
た
め
の
精
密
な
調
査
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

次
に
膨
大
な
量
の
掘
削
土
砂
を
搬
出
す
る
た
め
の
高
速
ベ

ル
ト
コ

ン
ベ
ヤ
ー
や
、
一
0
ト
ン

・
ト
ラ

ッ
ク
用
の
道
路
を

整
備
す
る
。
こ

の
道
路
は
、
地
下
て
場
群
の
完
成
後
は
、
原

14 
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材
料
の
搬
出
入
用
経
路
と
も
な
る

も
の
で
あ
る
。

②
立
坑
築
造
工

一
二
0
0
メ
ー

ト
ル
ご
と

に
設
置
す
る

垂
直
シ
ャ
フ

ト
用

や
ま
ど
め
か
ベ

の
立
坑
築
造
工
事
は
、
山
留
壁
、
掘
削
、
支
保
工
、
内
巻
き

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
順
で
施
工
す
る
。
山
留
壁
に
は
、
当
社
が

タ
タ
く
の
実
績
を
有
す
る
連
続
地
中
壁
工
法
と
N
A
T

M

（ナ

ト
ム
）
工
法
を
併
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

該
当
地
の
地
質
は
、
上
部
か
ら
沖
積
層
、
洪
積
層
お
よ
び

軟
岩
層
と
続
い
て
い
る
。
地
下
二
0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
は
、

連
続
地
中
壁
工
法
に
よ
り
、
安
定
液
を
使
用
し
て
地
盤
の
崩

壊
を
防
ぎ
な
が
ら
地
中
に
連
続
し
た
壁
を
掘
削
し
、
そ
の
中

ど
ど
め

に
止
水
、
土
留
、
構
造
体
t

な
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
ど

の
壁
を
築
造
し
て
い
く

。

ま
た
地
下
二
O
O
j

六
五
O
メ
1

ト
ル
ま
で
は
軟
岩
の
た
め
、
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
と
吹
き
付
け
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
併
用
し
て
地
盤
の
も
つ
支
持
力
を
活
か
すN

A
T
M
L
法
を
用
い
、
さ
ら
に
地
山
の
状
態
に
よっ
て
は
内

巻
き
コ
ン
タ
リ
l

ト
を
早
期
打
設
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。

築
造
期
間
は
、
連
続
地
中
壁
工
法
、
N
A
T
M
工
法
と
も
、

現
状
技
術
に
加
え
て
さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
高
速
化
が
進
展

す
る
、
』
と
を
前
提
と
し
て
五
年
を
要
す
る
。

③
立
坑
設
備
工

立
坑
は
、
本
構
想
の
メ
イ
ン
と
な
る

工
事
用
ト
ン
、
外
ル
の

掘
削
土
砂
を
搬
出
す
る
経
路
と
な
る
。
搬
出
士
砂
量
は
計
算

す
る
と
、

A
。
ソl
ン
の

工
事
用
ト
ン

、
不
ル
全体
（
三
層
）
で

は
約
二
七
億
立
方
メ
ー
ト
ル
に
も
の
ぼ
る
。

こ
の
膨
大
な
卜
砂
を
掘
削
・
搬
出
す
る
た
め
、
立
坑
内
に

は
、
上
砂
搬
出
設
備
やト
ン

、
亦
ル
の
支
保
正
材、
構
造
用
材

料
の
投
入
の
た
め
の
資
機
材
搬
出
入
用
エ
レ
ベ
ー

タ
、
ク
レ

ー
ン
な
ど
を
設
置
す
る

。

こ
の
う
ち
上
砂
搬
出
設
備
に
つ
い

一
日
当
た
り
一
万
五
0
0
0

立
方
メ
ー
ト
ル
の
運
搬

て
は
、

能
力
を
も
っ
設
備
を
、

各
層
に

一
連
ず
つ
配
備
す
る
、
」t

と

し
た
。

ち
な
み
に

一
三
本
の
立
坑
か
ら

一
年
間
に
搬
出
さ
れ

る
上
砂
坑
は
、
約

一
億
七
O
O
O
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

。

ま
た
施
工
に
際
し
て
は
、
作
業
効
率
を
考
慮
し
、
各
層
ご

と
の
施
工
を
独
立
し
て
進
め
る
た
め
、
立
坑
も
平
面
的
に
三

始
の
ず
れ
を
約
三
O
日
と

み
る
と
、
完
成
に
要
す
る
年
数
は

一
間
・
八
年
と
な
る
。

⑤
換
気
・
放
熱
用
人工
島
の
施
工

A
。
ソl

ン
の
海
域
（
木
深
二
0
1
三
0
メ

ー
ト
ル
）
－
－
＋
品
、

ぃ
爪
徒
約一
0
0
メ

ー
ト

ル
規
模
の
換
気
・
放
熱
用
の
人
工
島

を
建
設
す
る

。

海
底
部
に
は
、
一
般
に
軟
ら
か
レ
堆
積
層
が
あ
る
と
考
え

ね

い

ら
れ
る
の
で
、
鋼
製
護
岸
の
根
入
れ
部
の
安
定
を
図
る
た
め

す
な
ぐ
い

の
砂
杭
を
ま
ず
施
工
す
る

。
全
体
の
施
工
手
順
は
、
地
盤
改

良
工
↓
鋼
製
護
岸
工
↓
地
ド
連
続
壁
工
↓
掘
削
工
↓
換
気
塔

建
設
工
↓
護
岸

L
ほ
か
撤
去
て
と
な
り
、
そ
の
工
期
は
七

1

八
年
と
想
定
し
た
。

な
お
海
洋
工
事
に
際
し
て
は
、
航
行
船
舶
の
安
全
確
保
や

漁
船
の
操
業
に
十
分
配
慮
し

、

ま
た
汚
濁
防
止
枠
の
取
付
け

環
境
保
全
を
考
え
た
施

や
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
な
ど
、

計
画
を
前
提
と
す
る
。

工
期

工
費

今
凶
の
「
ア
ン
グ
ラ
l

ド
構
想
」
に
要
す
る全
体
の

費
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
見
積
も
っ
た
（A
ゾ
l
ン
の
み
）。

期
、工

。
工
期

別
表
の
工
程
表
に
み
る
よ
う
に
、
建
設
工
事
関
係
が
二
五

年
、
そ
の
他
、
地
質
調
査
、
環
境
調
査
、
工
事
設
備
工
関
係

に
五
年
を
要
す
る
の
で
、
全
体
で
三
O
年
と
し
た
。
プ
ロ
ジ

エ
ク
卜

の
中

心
と
な
る
工
事
用
ト
ン
、
み
ルの
施
工
は
、
在
来

工程表

主さ。 5 10 15 20 25 
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サーピストンオ、ノレから工場 トンネノレ施工順序概念図

施工順序. 
サーピストンネル
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作業横坑作業績坑作業坑②

280 

245 

140 

30 

つ

（上
段
用
・

中
段
用
・
下
段
用

の
エ
リ
ア
に
分
割
し

た
。

④
サ
1

ピ
ス
ト

ン
、不
ル
お
よ
び

工
場
用
ト

ン
、
糸
ル
工

三
つ
の
立
坑
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

サ
ー
ピ
ス
ト

ン
、不
ル
は
、

（
ト
ン
、
亦
ル
ボ
ー

リ

ン
グ

m 

直
径
一
0
メ
ー
ト

ル
の
T
B
M

マ
シ
ン

）
に
よ
り
掘
削
す
る
。
本
体
施
工
用
の
土
砂
搬
出
設

備

（二
0
メ
ー

ト

ル
級
×
二
連
）
や
コ

ン
ク
リ

ー
ト

設
備
、

人
荷
用
エ
レ
ベ
ー

タ
な
ど
を
設
置
し

、

さ
ら

に
掘
削
を
進
め

る

。
掘
削
後
、
サ
l

ピ
ス
ト

ン
、
汗
ル
の
下
床
と
し

て
コ

ン
ク

リ

ー
ト

を
打
設
し
、
工
場
用ト

ン
、
外
ル
の
土
砂
運
搬
用
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

を
設
置
す
る
。こ
こ
ま

で
に
約
二
年
を
要
す
る

。

そ
の
後
、
ト

ン
、
外
ル
の
交
叉
部
を
補
強
し
た
上
で
、
工
場

用
卜

ン
、
不
ル
施
工
の
た
め
の
作
業
坑・作
業
横
坑
・

作
業
立

坑
を
掘
削
す
る
。
工
場
用
ト

ン
、
小
ル
の
本
体
は
、
項
設
部
か

さ
か
ま

ら
順
に

逆
巻
き
工
法
と

八
段
ベ
ン
チ
カ
ッ
ト

仁
よ
り
掘
り
下

げ
て
い
く

。
最
後
の
イ
ン
パ
ー

ト
・

コ

ン
ク
リ
ー

ト
完
成
ま

で
の
日
数
は
、
一
本
当
た
り
が
六
・
八
年

。
工
場
用
ト

ン
、不

一
層
に

一
O

一
本
あ
る
が

、

各
卜
ン
、
不
ル
の
施
工
開

単位

レ
中
品
、

．
，
ノ
、
，ι
v
－
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工
法
の
組
み
合
わ
せ
を
想
定
し
た
が
、
今
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
化

や
ハ
イ
テ
ク
化
の
進
展
を
考
慮
す
れ
ば
、

一
層
の
工
程
短
縮

が
可
能
と
な
る
。

。
て
費

総
て
費
；
：
：j
i

－
－
：
：
：
：

：

一
一
五
兆
二
0
0
0

億
円

・

立
坑
：
：

：
：
－
－
J
J

・
－
：
：
：
：
：
：

一
兆
二
0
0
0
億
円

．

サ
l

ピ
ス
ト
ン

、
不
ル：
j

i

－－
：

一
兆
六
0
0
0

億
円

・

工
場
用
ト
ン
、
不
ル
：
・
：
：
：
一
一
二
兆
二

0
0
0
億
円

．

人
工
島
：
：
：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
：
；
：

二
0
0
0
億
円

作
業
を
終
え
て

ジ
ュ
ー
ル
・

ヴ
ェ
ル
ヌ
は

『
地
底
旅
行
』

の
中
で
、
地
底

世
界
を
し
ば
し
ば
一
つ
の
「
宇
宙
L

ー
と
し
て
描
き
出
し
て
い

る
。

ま
た
、
哲

学
者
ガ
ス
ト
ン
・

パ
シ
ュ
ラ
l

ル
は
、
地
下

世
界
を
「
人
間
の
夢
を
紡
「
宇
宙
」
と
し
て
読
み
解
い
て
い
る

。

大
陸
棚
の
地
下
と
い
う
未
知
の
空
間
に
挑
み
な
が
ら
、
わ

れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l

ム
も
ま
た
、
そ
こ
に
広
大
な
宇

宙
の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
常
の
活
動
の
中

で
、
地
下
鉄
や
地
下
街
を
利
用
し
て
い
る
と
き
に
は
あ
ま
り

感
じ
る
こ
と
は
な
い
が
、
地
下
は
た
し
か
に
「
眠
れ
る
宇
宙
」

と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
足
下
に
息
づ
い
て
い
る

。
今
回
の
構
想

は
、
そ
の
宇
宙
t

い
か
に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
す
る
か
と
い
う
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試
み
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

誌
面
の
関
係
で
今
回
は
割
愛
し
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
は
こ
の
ア
ン
グ
ラ
ー

ド
を
日
本
中
の
工
業
地
域
に
適

用
し
て
み
た
い
と
考
え
た

。

日
本
列
島
の
周
囲
に
は
、
ほ
ぽ

例
外
な
く
利
用
可
能
な
大
陸
棚
が
広
が
っ
て
い
る。

日
本
の

お
も
だ
っ

た
工
業
地
域
の
す
べ
て
で
、
地
下
工
場
群
の
建
設

が
計
画
で
き
る
の
で
あ
る

。

そ
う
考
え
て
み
る
と
、
狭
い
日

本
の
国
土
は
、
無
限
と
も
い
え
る
地
下
宇
宙
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

大
深
度
地
下
へ
の
挑
戦
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
テ
l

マ

と
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
今
回
の
構
想
が
人
聞
と
地
下
と
の

新
し
い
関
係
を
創
造
す
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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